
飛び石連休ってしらないんだ 

秋分の日を迎え、少しずつ秋めいてきたような気がします。いわゆる

飛び石連休だった今年の秋分の日、子どもたちには聞きなれない言葉

だったようです。一昔前まで、飛び石連休はむしろ当たり前のこと。私

が小学生だった当時、祝日は「決められた日」だったので、飛び石連休

が普通に起こっていました。例えば、敬老の日は９月１５日。不動の日。

当然、毎年曜日は変わるので、飛び石連休になることもしばしば。 

しかし、平成の時代に入り、日本人の働きすぎが指摘され始めてから、大きく変化が起き

始めたとのこと。平成 4 年には小学校の第二土曜日が休みになる週休二日制が多くの場面

で取り入れられ、ハッピーマンデー制度が制定。先の敬老の日が、9月第 3月曜日に変更な

ど、三連休が取れやすい環境づくりが推進。毎週いちにち（日曜日）しか休みではない私た

ちからすると、大事件です。 

さらに、連休を増やしていこうという政策は推進され、休日と休日の間も国民の休日に！

制定当時は 5月 3日（憲法記念日）と 5月 5日（こどもの日）の間 5月 4日はお休みじゃな

かったのにお休みに！！飛び石ではなくなった瞬間です（現在は「みどりの日」）。ちなみに、

平成 8 年の 9 月は敬老の日と春分の日がいわゆる飛び石になっているのでその間も国民の

休日になり、暦上 9月 19日(土)から 9月 23日(水)まで、なんと 5連休となります。 

ただ、これは暦上の制度で、働き方は様々ですよね。そこで、熊本市では「こどもの平日

休み」という制度を設定し、ご家庭の状況に応じて「出席停止等」で欠席ではないお休みを

年間 3日取得することができるようになりました。 

また、最近のメディアでは週休三日制や週三日制、テレワークなどの職場を限定しない働

き方なども推進する会社もあるとか。勤務時間という概念が少々薄れてきた感もあります。 

さて、この結果、日本人の働く時間はどうなったのか。 

ちょっとじらしますが、OECD（経済協力開発機構）によると、年間平均一人当たりの労働

時間が加盟国（34か国）中、世界一の国はメキシコで、2207時間とのこと。加盟国の平均

は 1742時間。そして、わが日本は・・・1611時間で世界 22位。なんと、平均よりも 100時

間以上少ない労働時間。 

もちろん、これは平均であり、働き方が根本から違う国々との比較なので、一概には言え

ませんが、私はこの数字を意外に思いました。正直、実感とは合わないような…もうちょっ

と働いている気が… 

むしろ、多様な働き方が認められてきている日本は、民主主義が成熟期に入った、という

識者や論者もいるようです。一人ひとりの幸せや自由を相互承認する社会の成熟があり、み

んながなりたい自分になることができる社会を創ってきたのではないか、と私も思います。 

なんでも一概には言えませんが、ここにも多様性（サラダボウル）の様相がみられるよう

になってきました。我が楡木っ子の声に耳を傾けてみると、ここでもいろんな声が聞こえて

きました。「やった～休みだ～」「習い事がある」「試合だ、緊張する」「え～休みはいやだな

あ～。だって先生や友達とも会えないだもん」うれしいことを言ってくれますね。ほっこり。 

ようやく秋めいた空気を感じる朝夕になりましたね。とはいえすでに春分の日を越えている。当たり前か… 

令和７年９月２６日 
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こどもの平日休みについて、詳しくは  

https://www.city.kumamoto.jp/kiji00365119/index.html をご覧ください。） 
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